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れば、 「温石」となる。これはオンドルが床下に敷いた石を暖めることによって暖を取る床暖房システムであることをよく表している。韓国は湿気が少なく冬は寒ため、日本のよう 室内に畳 用いることがなく、その代わりにオ
ンドルが発達したというわけである。このように、オンドルは韓国の文化や民族性にもかなり影響を与えていると思う。暖をとる方法は、薪、練炭、灯油、ガスと、時代の流れにつれて変化したが 床暖房を用いる構造は変わっていない。オンドルが韓国の文化そのものであると先に述べたが、それは時代の流れに従って今も進化を続けている。私が以前住んでいたソウル近郊の新都市 は、中央暖房システムという最新設備がある。それは、火力発電所から発生す熱で沸かした湯を大きなパイプで都市全体に配給し、二四時間いつでも蛇口をひねると熱い湯が出るというものである。湯が配給されるのは家庭だけ はなく 公園のトイレなど いつ も熱い湯が出てく ようになっている。　
もちろん、人の住んでいる建物
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国にオンドル暖房文化を伝え、新しい市場を作り上げたというわけだ。　
昨年、韓国のいくつかの中小企
業がオンドル文化に合わせて考案し、生産している自然石と黄土を素材とするトルチムデ（石寝台）とフックチムデ（土寝台）が国際電気標準委員会（ＩＥＣ）の国際標準として提案され、見事採択された。これら「先端オンド 」はオンドル素材にセラミックスを採用することで遠赤外線を出 ベッドとなり、快適な睡眠を導いてくれるという。 の素材でフロアタイルのよう 小片を作り、それを組み合わせてオンドルを構築すれば、三〇％以上のエネルギー節約が可能になると同時に、三〇分以内で施工ができるなど、費用の節減やリサイクルに役立つ。このような先端オンドル技術はいまも次々に開発されている。　
先進国の多くが集まる中緯度帯
の四季がはっきりとした国ならばどこでも、暖房とエネルギー問題が重要である。洋式暖房は室内気温を一様に上げる 、東洋式の暖房は人の回りだけを暖かくする。これはエネルギー節約に直結する。先端技術 組み合わせた東洋








術。特定の地域で効率的かつ望ましい結果を得られるようにする最も単純な水準の技術。 一九六六年、ドイツの経済学者エルンスト・シューマッハーが発展途上国にふさわしい小規模技 の開発 ために中間技術開発グル プを設立したのがはじまりだという。シューマッハーは小さなものに満足することができる心（
sm
all is beauti-
ful ）と、民衆自ら制御すること
ができる適正技術を通 て、先端技術なしに幸せな暮らしができると主張した。
（ウィキペディアより）
（
Sun H
yang ／海外客員研究員）
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